
(57)【要約】

【課題】人体腹部を着用者の好みに応じて引き締め具合

を、自由に調節できる補整ベルトを提供すること。

【解決手段】薄手の生地で成形し、端部に互いに接合す

るファスナー部を形成したベルト本体のほぼ中央部から

左右両端部に向かって２枚の腹部引締片をそれぞれファ

スナー片により斜め下向きに接離可能に添設した腹部補

正ベルト。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
薄 手 の 生 地 で 成 形 し 、 端 部 に 互 い に 接 合 す る フ ァ ス ナ ー 部 を 形 成 し た ベ ル ト 本 体 の ほ ぼ 中
央 部 か ら 左 右 両 端 部 に 向 か っ て ２ 枚 の 腹 部 引 締 片 を そ れ ぞ れ フ ァ ス ナ ー 片 に よ り 斜 め 下 向
き に 接 離 可 能 に 添 設 し た 腹 部 補 正 ベ ル ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 人 体 腹 部 を 使 用 者 の 好 み に 適 応 で き る 強 さ で 引 き 締 め る 腹 部 補 整 の た め の ベ ル ト
に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 用 い ら れ て い る 腹 巻 は 腹 部 を 巻 き つ け る 作 用 だ け を 行 な う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 課 題 は 、 従 来 の 腹 巻 と は 全 く 異 な り 、 腹 部 を 着 用 者 の 好 み に 応 ず る 強 さ で 引 き 締
め る こ と を 可 能 に し た 補 整 ベ ル ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 手 段 は 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
薄 手 の 生 地 で 成 形 し 、 端 部 に 互 い に 接 合 す る フ ァ ス ナ ー 部 を 形 成 し た ベ ル ト 本 体 の ほ ぼ 中
央 部 か ら 左 右 両 端 部 に 向 か っ て ２ 枚 の 腹 部 引 締 片 を そ れ ぞ れ フ ァ ス ナ ー 片 に よ り 斜 め 下 向
き に 接 離 可 能 に 添 設 し た 腹 部 補 正 ベ ル ト 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 の Ａ は ベ ル ト 本 体 で 背 部 分 当 片 １ と そ の 左 右 に 接 続 し た 上 下 に 分 か れ る 身 頃 条 片 ２ ， ３
及 び ４ ， ５ と か ら 成 り 立 ち 、 背 部 分 当 片 １ は 背 の 外 側 に 当 て る 薄 地 の 生 地 で 成 形 す る 。 背
部 分 当 片 １ の 左 右 両 端 に 接 続 し 継 ぎ 足 す 身 頃 条 片 ２ ， ３ ， ４ ， ５ は 各 々 切 込 ６ ， ７ に よ っ
て 身 頃 条 片 ２ ， ３ と ４ ， ５ は 上 下 に 分 け ら れ 、 一 方 の 条 片 ２ ， ４ は 他 方 ３ ， ５ よ り 稍 々 長
く 成 形 し て あ り 下 側 の 身 頃 条 片 ４ ， ５ を 先 に 腹 部 に つ け そ の 後 上 位 の 身 頃 条 片 ３ ， ５ を も
っ て 腹 部 を 締 め つ け る 。 本 発 明 に お い て は 背 部 分 当 片 １ の 外 面 に お い て 左 右 両 端 に 下 方 に
僅 少 傾 斜 す る 腹 部 引 締 片 ９ ， １ ０ を 設 け 、 そ の 先 端 部 に フ ァ ス ナ ー 片 １ １ ， １ ２ を 各 々 設
け る 。 こ の 片 １ １ ， １ ２ は 身 頃 条 片 ２ ， ３ 、 ４ ， ５ 及 び 背 部 分 当 片 １ と 共 に 接 着 す る 。 全
て フ ァ ス ナ ー が 接 着 す る 生 地 で つ く っ て あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
か く し て 本 発 明 の 腹 部 補 整 ベ ル ト を 身 体 に つ け る と 図 の よ う に 腹 部 を 締 め 、 最 終 に 補 助 ベ
ル ト を 下 腹 部 に 当 て 、 締 付 け れ ば 腹 部 は 著 し く 締 付 け ら れ る 。 こ の 点 本 発 明 は 極 め て 進 歩
的 、 か つ 新 規 性 の あ る 腹 部 引 締 め 作 用 を も た ら す こ と が で き る 。 腹 部 引 締 片 の 先 を 下 腹 部
に 左 右 か ら 押 し 当 て る こ と で 腹 部 引 締 片 全 体 で ウ エ ス ト 部 を 無 理 な く 整 え て 従 来 着 用 不 可
能 で あ っ た ス ラ ッ ク ス も 自 由 に 着 用 で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 腹 部 特 に 腹 部 の 下 側 を 強 く 締 付 け て 人 体 の 腹 部 の 寸 法 を 無 理 な く 狭 め る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ ´ 断 面 図 。
【 図 ３ 】 使 用 途 上 の 正 面 図 。
【 図 ４ 】 使 用 状 態 の 正 面 図 。
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【 図 ５ 】 使 用 状 態 の 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ 　 　 　 ベ ル ト 本 体
１ 　 　 　 背 部 分 当 片
２ ， ３ ， ４ ， ５ 　 　 身 頃 条 片
９ ， １ ０ 　 　 　 　 　 腹 部 引 締 片

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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